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審 査 の 要 旨 
【批評】 
 本論文では、音楽演奏とその印象との関係を定量的に表現するモデルを構築することを目的として
いる。そのため印象語によって表現される演奏表情印象を感性空間に対応させ、感性空間から演奏表
情のパラメータへ対応させるモデルを構築している。さらに生成された演奏表情を感性空間上で修正
する手法も提案している。そして構築したモデル、修正手法の有効性を被験者実験によって確認して
いる。さらに音楽ジャンルに関係なく、構築したモデルによって演奏表情が生成できていることも確
認している。また、構築したモデル、および生成した演奏表情の修正手法をピアノ演奏における音楽
表現学習支援システムに応用し、被験者を生徒に、構築したモデルを教師とした被験者実験でその有
効性を確認している。演奏楽器をピアノに限定しているものの、印象を表現する印象語→感性空間→
演奏パラメータの対応関係を表現するモデル、および生成された演奏表情を感性空間上で修正する手
法を含めた枠組みは、音楽に限らず対話的に行うデザイン分野への応用可能性がある。本論文は感性
情報処理に基づくインタラクティブデザイン分野に重要な指針を与え、有用な学術的資料ともなり、
博士論文に値するものと評価する。 
 
【最終試験の結果】 
平成２６年 １月３１日、システム情報工学研究科において、学位論文審査委員の全員出席のもと、
著者に論文について説明を求め、関連事項につき質疑応答を行った。その結果、学位論文審査委員全
員によって、合格と判定された。 
 
【結論】 
上記の学位論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士（ 工学 ）の学位を受けるに
十分な資格を有するものと認める。 
